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一
五

一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
を
通
じ
て
江
戸
と
上
方
の
文
化
を
繋
ぎ
、
資
金
的
な
援
助
も
行
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
伊
勢
商
人
の
書
物
意
識
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
は
、
地
方
知
識

人
の
文
化
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
津
の
木
綿
問
屋
で
あ
っ
た
川
喜

田
家
は
、
江
戸
大
伝
馬
町
に
江
戸
店
、
大
坂
や
京
に
出
店
を
持
っ
て
い
る
豪
商
で

あ
っ
た
。
久
太
夫
を
名
乗
る
代
々
の
当
主
は
文
化
的
関
心
が
深
く
、
多
く
の
文
人

や
知
識
人
と
交
流
を
持
ち
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
三
都
の
書
肆
か
ら
多
く

の
書
籍
を
購
入
し
、
そ
れ
を
知
人
に
貸
し
出
し
た
り
も
し
て
い
た
１
。

　
『
川
喜
田
家
歴
史
資
料
目
録
』２
に
は
商
業
資
料
の
他
に
、
川
喜
田
家
代
々
の
記
録

や
手
控
え
、
旅
日
記
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
十

四
代
目
川
喜
田
久
太
夫
石
水
が
「
見
た
き
本
」
と
し
て
、
自
ら
が
読
み
た
い
本
を

書
き
留
め
た
綴
り
に
つ
い
て
資
料
紹
介
を
行
っ
た
３
。
ま
た
、
俳
諧
一
枚
摺
を
中
心

に
俳
書
に
つ
い
て
の
概
説
を
「
伊
勢
商
人
の
俳
諧
文
化
と
蔵
書
形
成
―
津
市
石
水

博
物
館
俳
諧
一
枚
摺
仮
目
録
―
」
と
し
て
報
告
し
た
４
。

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識

Ise M
erchant Kaw

akita Koubun`s 
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早
　
　
川
　
　
由
　
　
美

H
A
Y
A
K
A
W
A
 Y
um
i

キ
ー
ワ
ー
ド
：
伊
勢　

興
画
合　

書
物
意
識　

貸
本
屋

　

本
稿
で
は
、
同
目
録
の
中
か
ら
、
石
水
の
息
子
で
十
五
代
目
川
喜
田
久
太
夫
を

継
い
だ
政
豊
（
号
好
文
５
）
の
『
読
書
控
』
の
紹
介
と
研
究
を
通
じ
て
、
幕
末
期
の

伊
勢
商
人
の
書
物
意
識
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。

二　

川
喜
田
好
文
「
読
書
控
」
に
つ
い
て

　

川
喜
田
政
豊
（
嘉
永
四
〈
一
八
五
〇
〉
年
〜
明
治
十
二
〈
一
八
七
六
〉
年
）
は
、

伊
勢
津
の
木
綿
問
屋
川
喜
田
家
十
五
代
目
久
太
夫
で
あ
る
。
号
と
し
て
こ
こ
に
挙

げ
た
好
文
の
他
に
、
合
歓
麿
・
枕
水
・
交
水
が
あ
る
。
幕
末
江
戸
で
流
行
し
た
興

画
合
に
関
心
を
寄
せ
、
注
釈
書
を
作
成
す
る
な
ど
、
書
物
や
文
化
に
対
す
る
関
心

が
深
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
年
譜
や
号
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
十
五
代
政
豊

の
文
事
」
で
述
べ
た
６
。
そ
こ
で
紹
介
し
た
興
画
合
注
釈
書
で
は
「
合
歓
麿
」
と
書

か
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
『
読
書
控
』
表
紙
の
印
よ
り
「
好
文
」
と
呼
称
す
る

こ
と
に
す
る
。

　

興
画
合
と
は
、
幕
末
期
江
戸
の
趣
味
人
た
ち
の
間
で
流
行
し
た
知
的
遊
戯
の
一

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
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第
四
十
九
号　

二
〇
二
四
・
三　

一
五 

― 

三
二
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つ
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
出
さ
れ
た
題
を
、
そ
れ
と
明
示
す
る
こ
と
な
く
故
事
・

古
歌
や
芝
居
・
読
本
な
ど
の
素
材
の
意
を
効
か
せ
て
読
み
取
ら
せ
る
絵
（
興
画
）

を
作
成
し
、
そ
の
作
意
の
高
点
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
興
画
を
作
る
た
め
に
も
鑑

賞
す
る
た
め
に
も
、
和
漢
の
故
事
・
詩
歌
・
芝
居
・
読
本
な
ど
多
彩
な
文
芸
に
対

す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
好
文
作
成
の
興
画
合
注
釈
書
『
く
ま
な
き
影　

盲
人

さ
が
し
』『
結
釈
生
類
興
画
合
解　

や
み
の
つ
ぶ
て
』
に
は
、
引
用
書
目
録
が
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
名
前
が
あ
る
が
、
現
在
石
水
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

読
本
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
閲
覧
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
に

答
え
る
の
が
、『
読
書
控
』
で
あ
っ
た
。

　
『
読
書
控
』
の
中
に
は
、
自
家
の
文
庫
所
蔵
の
整
理
番
号
が
付
さ
れ
た
書
物
以
外

の
、
借
覧
し
た
書
物
に
つ
い
て
は
ど
こ
か
ら
借
り
た
の
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
主
に
読
本
に
つ
い
て
は
、
読
後
感
想
と
思
わ
れ
る
印
も
あ
り
、
幕
末
期
の

地
方
知
識
人
の
読
書
環
境
、
書
物
意
識
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

　

以
下
、
本
資
料
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
確

認
す
る
。

﹇
表
紙
﹈　
「
読
書
控
（
乾
・
坤
）」
表
紙
墨
書
直

書　

喜
有
多
楼
（
墨
書
）
好
文
（
印
）【
図
１
】

﹇
整
理
番
号
﹈『
川
喜
田
家
歴
史
資
料
目
録
』
Ⅲ

ん
―
37
―
10
―
10
・
11

﹇
形
態
﹈　

半
紙
本
仮
綴　

全
二
冊

﹇
丁
数
﹈　

乾
二
十
一
丁
・
坤
二
十
三
丁

　

       

﹇
記
載
内
容
﹈

○
乾
の
表
紙
見
返
し
に
、
朱
書
き
で
「
面
白
◯

不
面
白
□　

中
吉
△　

中
凶
▽
」
と
い
う
印
を

付
す
。【
図
２
】

○
一
丁
表
か
ら
、
一
つ
書
き
で
書
名
、
冊
数
、
編
著
者
を
書
く
。
書
名
の
右
肩
に

朱
書
き
で
分
類
番
号
、
借
り
た
本
に
つ
い
て
は
借
出
元
を
記
す
。【
図
２
】

○
書
名
や
編
著
者
に
つ
い
て
は
、
本
か
ら
読
み
取
れ
た
情
報
の
他
、『
合
類
書
籍
目

録
』
等
で
調
べ
た
こ
と
も
注
記
し
て
い
る
。
冊
数
は
墨
書
と
朱
書
き
が
混
在
し
て

い
る
。

○
一
部
の
書
名
に
つ
い
て
、
行
末
に
見
返
し
に
あ
っ
た
記
号
を
付
す
。【
図
３
】　

　

書
名
の
掲
載
順
序
は
、乾
で
は
「
国
史
」
と
い
う
歴
史
関
連
書
か
ら
始
ま
り
、「
軍

記
」、江
戸
名
所
関
連
書
、読
本
を
中
心
と
す
る
「
雑
記
」、実
録
系
の
「
随
筆
雑
記
」

へ
続
く
。
続
い
て
「
岩
田
本
治
」「
安
久
堂
蔵
書
」
と
い
っ
た
所
か
ら
借
り
た
本
が

並
び
、
再
び
文
庫
内
に
戻
り
「
雑
記
」
の
浮
世
草
子
、
随
筆
類
、
最
後
に
「
教
訓
」

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
は
「
本
治
本
」
の
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝　

五
集
』

と
な
っ
て
お
り
、
江
戸
の
町
と
興
画
合
関
連
と
い
う
好
文
の
読
書
傾
向
が
わ
か
る

並
び
で
あ
る
よ
う
だ
。

図
１　

乾
坤
・
表
紙

図
２　

乾
表
紙
見
返
・
一
オ

図
３　

乾
９
ウ
・
10
オ
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坤
は
「
類
書
」
か
ら
始
ま
り
、『
神
代
巻
』
や
『
五
元
集
』
な
ど
、
興
画
合
注
釈

書
で
引
用
さ
れ
た
本
が
続
く
。
そ
の
後
は
「
随
筆
」「
雑
記
」
が
ば
ら
ば
ら
と
続
き
、

「
仏
書
」「
柏
原
蔵
書
」
と
い
う
仏
教
系
の
本
、続
い
て
「
和
歌
」
の
部
が
ま
と
ま
っ

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

両
書
共
に
、
著
者
編
者
な
ど
は
、
原
本
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
記
述

と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
実
際
に
書
物
を
手
に
取
り
開
い
て
み
た
記
録
で
あ

る
。

三　
『
読
書
控
（
乾
坤
）』
掲
載
書
一
覧

　

以
下
は
、『
読
書
控
』
中
の
掲
載
書
を
、
掲
載
順
で
は
な
く
所
蔵
場
所
別
番
号
順

に
ま
と
め
た
表
で
あ
る
。
個
人
の
読
書
の
歴
史
と
し
て
掲
載
順
も
大
事
で
は
あ
る

が
、
借
り
出
し
た
本
と
自
家
所
蔵
分
の
分
類
で
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
蔵
書
傾

向
や
分
類
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。

　

表
の
項
目
の
う
ち
、「
所
在
」
項
目
は
、
本
の
所
在
を
示
す
。
川
喜
田
家
所
蔵
分

と
し
た
も
の
は
、
例
え
ば
『
水
鏡
』
に
は
「
国
史
部
第
十
四
番
」
な
ど
と
分
類
と

番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
表
で
は
番
号
順
に
配
列
し
た
が
番
号
は
省
略
し
、
分

類
も
「
部
」
を
省
略
し
た
他
、「
風
土
」
＝
「
風
土
記
」、「
漢
雑
」
＝
「
漢
書
雑
集
」、

「
漢
類
」
＝
「
漢
類
書
」、「
随
雑
」
＝
「
随
筆
雑
記
」、「
絵
」
＝
「
絵
双
紙
」、「
歌

附
」
＝
「
和
歌
部
附
録
」
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。「
無
」
は
、
分
類
の
記
載
が
脱

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

後
半
の
借
り
た
本
に
つ
い
て
は
、「
安
久
」
が
興
画
合
注
釈
に
協
力
し
て
い
た
安

久
堂
（
竹
馬
）７
、「
本
治
」
＝
津
岩
田
町
に
あ
っ
た
貸
本
屋
本
屋
治
兵
衛
８
、「
柏
原
」

＝
縁
戚
関
係
の
京
都
柏
原
家
９
、
江
戸
店
で
あ
る
「
築
地
」
＝
「
築
地
蔵
書
」・「
本

店
」
＝
「
本
店
蔵
書
」、
及
び
店
関
係
者
「
永
田
」
＝
「
永
田
蔵
書
」10
・「
久
助
」

＝
「
久
助
蔵
書
」
と
い
う
名
前
が
あ
り
、
様
々
な
方
法
で
探
書
し
て
い
た
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　
「
書
名
」「
編
著
者
」
に
つ
い
て
は
、
原
本
通
り
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
原

本
で
列
記
さ
れ
た
場
合
「
同
」
と
い
う
記
号
で
省
略
し
て
い
る
が
、
所
在
別
に
配

列
し
た
都
合
上
、
該
当
す
る
書
名
・
人
名
表
記
に
し
た
。
朱
書
き
の
注
は
﹇　

﹈、

角
書
き
や
割
り
注
は{　

}

で
、黒
字
注
は
（　

）
で
示
し
た
。
著
者
名
の
「
撰
」
は
、

「
撰
」
の
上
が
空
白
に
な
っ
て
お
り
、
原
本
か
ら
撰
者
を
確
定
で
き
ず
後
か
ら
記
入

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
冊
数
」
は
、
黒
朱
の
区
別
を
せ
ず
に
記
載
し
た
。「
記
録
」
は
見
返
し
に
あ
っ

た
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
そ
れ
を
記
入
し
た
。

　
「
現
存
」
は
石
水
博
物
館
に
当
該
書
が
現
存
し
て
い
る
場
合
は
○
、
現
存
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
×
を
付
し
た
。

　
「
石
水
刊
年
」
は
、
現
存
す
る
刊
本
で
刊
記
な
ど
か
ら
刊
年
が
わ
か
る
も
の
を
記

載
し
た
。
空
欄
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
刊
年
不
明
本
で
あ
る
。「
備
考
」
は
、
現
存

本
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。

【『
読
書
控
』
掲
載
書
一
覧
】

所
在

書
名

冊
数

編
著
者

記
録

現
存
石
水
刊
年

備
考

 

川
喜
田
家
所
蔵
分

国
史

水
鏡

三

中
山
内
府
忠
親
公
編

○

国
史
大
日
本
国
開
闢
由
来
記
七

指
漏
漁
者
編

○

万
延
元
年

国
史

大
鏡

八

藤
原
為
業
入
道
編

○

国
史

増
鏡

十

一
条
冬
良
公
編

○

国
史

世
継
物
語
（
小
世
継

と
号
）

一

一
名
宇
治
大
納
言
物

語
と
い
へ
り

○

国
史

続
世
継
物
か
た
り（
一

名
今
鏡
と
云
）

十

作
者
不
詳

○

慶
安
三
年

国
史

江
談
抄

三

×

風
土

江
戸
名
所
図
会

二
十

松
涛
軒
長
秋
編
輯

○

天
保
七
年

神
書

神
代
巻

二

○

慶
長
四
年

延
宝
四
年

漢
雑

群
籍
一
覧

一

老
人
転
物
作

×
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一
八

漢
類

書
言
故
事
大
全

六

盧
陵.

胡
継
宗.

集/

安
成.

陳
玩
直.

解/

晋
江.

李　

機.

校

○

正
保
三
年

漢
類

訓
蒙
故
事
要
言

十

宮
川
一
翠
子
道
達
輯

×

紀
行

梅
桜
日
記

一

近
藤
芳
樹
著

○

文
久
元
年
跋

紀
行

安
田
躬
弦
伊
勢
道
の

記

二

○

写
本

躬
弦
道
之

記

紀
行

羈
旅
漫
録

写
本
一
著
作
堂
作

○

写
本

教
訓

武
家
女
鏡

六

○

天
保
十
年

教
訓

十
訓
抄
（
井
沢
長
秀

校
訂
）

十

撰
者
不
詳
（
藤
原
為

長
と
云
説
ア
リ
）

○

文
化
二
年

教
訓

勧
善
夜
話

十

大
蔵
亀
翁
編

○

弘
化
四
年
、
嘉

永
六
年

教
訓

諸
道
聴
聞
世
間
猿

五

和
訳
太
郎
作

×

教
訓

日
用
心
法
鈔

六

寿
福
軒
真
鏡
述

○

文
政
十
年
序
・

天
保
九
年
序

初
・
後
篇

教
訓

日
用
心
法
鈔
後
編

三

寿
福
軒
真
鏡
著
編

○

天
保
十
一
年

三
篇

教
訓

主
従
心
得
草
（
初
編

後
編
三
編
四
編
）

八

寿
福
軒
真
鏡
著
編

○

文
政
六
年
序
〜

弘
化
四
年

五
編
ま
で

四
編
抜
け

軍
記

太
平
記

十

玄
恵
法
印
著

○

元
禄
十
一
年

四
十
巻
十

冊
絵
入
本

軍
記

太
閤
記

八
十
四

○

寛
政
九
年
〜
享

和
二
年

絵
本
太
閤

記
八
四
冊

軍
記

北
畠
物
語

七

○

元
禄
七
年

軍
記

国
姓
爺
御
前
軍
談

五

近
松
門
左
衛
門
作

○

享
保
元
年

軍
記

武
将
感
状
記
（
一
名

武
家
砕
玉
話
）

十

（
熊
沢
猪
太
夫
了
介

又
了
海
）
淡
庵
子
編

輯
（
備
前
ノ
人
）

○

正
徳
六
年
序

軍
記

続
武
将
感
状
記

十

栗
原
信
充
編
輯

○

天
保
十
五
年

群
書

今
物
語

前
右
京
権
太
夫
信
実

朝
臣

○

｢

群
書
類

従
」
の
内

群
書

東
斎
随
筆
（
本
朝
に

て
随
筆
と
号
す
る
も

の
此
書
を
初
と
す
）

一
條
兼
良
公
作

○

｢

群
書
類

従
」
の
内

雑
記

群
書
一
覧

六

尾
崎
雅
嘉
作

○

享
和
二
年

雑
記

鴨
川
朗
詠
集

二

棕
隠
著

○

嘉
永
五
年
序

雑
記

沙
石
集

五

（
群
書
一
覧
）
梶
原

景
時
甥
無
住
法
師
著

○

貞
享
三
年

雑
記

古
事
談

写
本
三
御
室
書
目
に
兼
顕
卿

抄
と
有

○

雑
記

続
古
事
談

写
本
九

×

雑
記

近
世
拾
遺
物
語

七

×

雑
記

寝
覚
の
記

六

合
類
書
籍
目
録
に
兼

良
公
作
と

×

雑
記

広
益
俗
説
弁

四
十
六
井
沢
蟠
龍
子
作

○

享
保
十
二
年

雑
記

利
運
談

四

○

安
形
貴
林

雑
記

塵
添
壒
囊
鈔

二
十

○

雑
記

風
流
曲
三
味
線

合
本
六
八
文
字
屋
本
か

×

雑
記

世
間
子
息
気
質

五

其
磧
著

×

雑
記

世
間
手
代
気
質

五

其
磧
作

×

雑
記

世
間
姑
気
質

五

永
井
堂
亀
友
作

×

雑
記

世
間
母
親
気
質

五

南
圭
梅
嶺
翁
作

×

雑
記

世
間
学
者
気
質

五

無
跡
散
人
著

×

雑
記

世
間
妾
形
気

四

訳
太
郎
著

×

雑
記

鎌
倉
諸
芸
袖
日
記

五

八
文
字
屋
作

×

雑
記

当
世
芝
居
気
質

四

半
井
金
陵
著

×

雑
記

風
俗
俳
人
気
質

五

兵
作
堂
亀
友
作

×

雑
記

其
磧
置
土
産

五

其
磧
茂
知
作

×

雑
記

渡
世
商
軍
談

五

其
磧
茂
知
作

×

雑
記

世
間
侍
婢
気
質

五

亀
友
作

×

雑
記

当
世
銀
持
気
質

五

永
井
堂
亀
友
作

×

雑
記

商
人
世
帯
形
気

六

其
磧
作

×

雑
記

契
情
竃
将
軍

合
本
五
八
文
字
屋
作

×

雑
記

道
歌
心
写
画

一

三
五
園
月
麿

○

文
政
十
一
年

雑
記

風
流
睟
談
義

五

爪
流
著

×

雑
記

徒
然
睟
が
川

五

松
菊
庵
存
在
著

×

雑
記

醒
睡
笑

三

誓
願
寺
策
伝
作

○

万
治
元
年

雑
記

東
海
談
（
南
畝
叢
書

の
内
）

﹇
篠
崎
﹈
平
維
章
著

○

寛
政
元
年

南
畝
叢
書

雑
記

榊
巷
談
苑
（
南
畝
叢

書
の
内
）

榊
原
玄
輔
著

○

寛
政
元
年

南
畝
叢
書

雑
記

藤
樹
先
生
年
譜
（
南

畝
叢
書
の
内
）

一

門
人
撰

○

大
田
南
畝

序
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一
九

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

雑
記

睡
余
小
録

二

山
白
散
人
選

○

文
化
四
年

雑
記

寸
錦
雑
綴

一

○

雑
記

小
説
土
平
伝

一

蜀
山
人
著

△

○

明
和
六
年
序

刊
本
の
欠

丁
を
後
に

竹
清
写
し

で
補
う

雑
記

近
世
物
本
作
者
部
類

写
本
二
蟹
行
散
人
著

○

写
本

雑
記

先
哲
像
伝

四

徳
斎
厚
義
著

○

弘
化
二
年

雑
記

名
家
略
伝

四

山
崎
美
成
著

千
賀
春
城
訂

○

天
保
十
三
年

雑
記

泉
州
信
田
白
狐
伝

五

×

雑
記

仮
名
世
説

二

蜀
山
人
著

○

文
政
八
年

雑
記

し
り
う
こ
と

三

○

天
保
三
年
序

雑
記

仙
台
萩

写
本
三

○

写
本

雑
記

俳
優
茶
話

三

山
々
亭
有
人
著

○

雑
記

根
南
志
具
佐

前
後
十
風
来
山
人
著

×

雑
記

花
暦
八
笑
人

四
編
追

加
迄
十

二

滝
亭
鯉
丈
作

◯

○

文
政
四
年

雑
記

滑
稽
不
二
詣

七
編
迄

十
四

仮
名
垣
魯
文
作

△

○

万
延
元
年
序

雑
記

東
海
道
膝
栗
毛

十
七

十
返
舎
一
九
作

◯

○

享
和
二
年
〜
文

化
六
年

初
編
か
ら

八
編
ま
で

雑
記

風
流
志
道
軒
伝

二

風
来
山
人
著

○

宝
暦
十
三
年
跋

雑
記

妬
婦
伝

三

（
名
浚
明
）
山
岡
明

阿
弥
陀
仏
著

×

雑
記

朝
㒵
日
記

十

柳
浪
著

△

○

文
化
八
年

文
政
五
年

雑
記

田
家
茶
話

五

大
蔵
永
常
著

○

文
政
十
二
年
序

雑
記

椿
説
弓
張
月

三
十

曲
亭
馬
琴
著

◯

○

文
化
二
年
〜
文

化
八
年

雑
記

昔
語
質
屋
庫

五

曲
亭
馬
琴
著

○

文
化
七
年
序

初
編
の
み

雑
記

好
文
士
伝

五

（
初
輯
）
為
永
春
水

著

◯

○

天
保
十
一
年

雑
記

安
積
沼

五

山
東
京
伝
著

△

○

享
和
三
年
序

雑
記

安
達
原

六

文
亭
主
人
著

△

×

雑
記

犬
草
紙

六

鶏
鳴
舎
暁
晴
輯

○

嘉
永
七
年

雑
記

里
見
八
犬
伝

百
六

曲
亭
馬
琴
著

◯

○

文
化
十
一
年
〜

天
保
十
三
年

雑
記

猿
著
聞
集

五

八
島
定
岡
著

○

文
政
十
一
年

雑
記

語
園

一

一
条
兼
良
公
桃
華
老

人
著

○

寛
永
四
年

二
巻
一
冊

雑
記

諺
草

七

貝
原
好
古
著

○

元
禄
十
四
年

雑
記

言
葉
の
塵

四

居
行
述

×

雑
記

和
漢
詞
徳
抄

二

談
林
七
世
一
陽
井
谷

素
外
著

×

随
筆

醍
醐
随
筆

六

中
山
三
柳
著

○

寛
文
十
年

二
巻
二
冊

随
筆

久
保
之
取
蛇
尾

三

大
坂
人
入
江
昌
喜
著

×

随
筆

老
人
雑
話

写
本
一
江
村
専
斎
著

○

正
徳
三
年
序

写
本
一
冊

随
筆

二
川
随
筆

写
本
二
山
川
素
石
・
細
川
宗

春
著

×

随
筆

春
湊
浪
語

写
本
三
備
前
国
土
肥
経
平
著

×

随
筆

続
無
名
抄

一

岡
西
惟
中
著

○

延
宝
八
年

随
筆

一
枝
軒
随
筆

写
本
六
（
備
前
岡
山
人
）

野
村
尚
房
作
（
梅
月

庵
宣
阿
門
人
也
）

×

随
筆

雑
々
拾
遺

六

藤
原
行
定
編

○

随
筆

桂
林
漫
録

二

桂
川
中
良
著

○

享
和
三
年

随
筆

隣
女
晤
言

二

（
洛
東
隠
士
）
慈
延

著

○

享
和
二
年

随
筆

閑
田
次
筆

五

伴
蒿
蹊
著

○

文
化
三
年

随
筆

牛
馬
問

四

白
石
男
新
井
白
蛾
著

○

宝
暦
六
年

随
筆

閑
田
耕
筆

五

伴
蒿
蹊
著

○

享
和
元
年

四
巻
四
冊

本

随
筆

三
省
録

五

理
斎
輯

×

随
筆

愚
雑
爼

五

田
中
宣
編

×

随
筆

蘿
月
庵
国
書
漫
抄

写
本
七
尾
崎
雅
嘉
有
美
著

○

随
筆

梅
園
日
記

五

北
静
盧
著

○

弘
化
二
年

随
筆

梧
窓
漫
筆

六

太
田
錦
城
作

○

文
政
六
年
序

前
編
二
冊

随
筆

北
越
雪
譜

七

山
東
京
山
著

○

天
保
七
年
、

天
保
十
三
年

随
筆

思
斎
漫
録

二

新
斎
中
邨
先
生
著

×

随
筆

橿
園
随
筆

二

中
島
広
足
著

○

嘉
永
七
年
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

二
〇

随
筆

橘
庵
漫
筆

十

田
中
宣
編

×

随
筆

柳
庵
雑
筆

四

栗
原
信
充
著

○

文
政
二
年
序

随
筆

孝
経
楼
漫
筆

四

北
山
山
本
信
有
抄

○

嘉
永
三
年

随
筆

善
庵
随
筆

二

門
人
校

○

嘉
永
三
年

随
筆

寄
居
歌
談

三

近
藤
芳
樹
著

○

弘
化
二
年

随
筆

か
し
の
く
ち
葉

三

中
島
広
足
著

○

随
筆

嚶
々
筆
語

一

野
々
口
・
直
養
・
東

平
・
義
門
随
筆

○

天
保
十
三
年

二
巻
二
冊

随
筆

ね
さ
め
の
す
さ
ひ

写
本
二
石
川
雅
望
著

○

随
筆

鋸
屑
譚

二

谷
川
清
逸
校

×

随
筆

年
々
随
筆

五

石
原
正
明
著

○

享
和
元
年
〜
文

化
二
年

随
筆

嚶
々
筆
話
二
編

一

諸
家
随
筆

○

天
保
十
三
年

二
巻
二
冊

随
筆

陶
犬
新
書

三

×

随
筆

一
話
一
言

写
本
七

十
外
に

六

蜀
山
人
著

○

写
本
七
十

冊

随
筆

笈
埃
随
筆

写
本
十

二

百
井
塘
雨
著

○

随
筆

翁
草

写
本
百

五
十

湛
蝶
庵
著

○

随
筆

古
今
犬
著
聞
集

写
本
六
（
天
和
の
頃
の
人
）

椋
梨
一
雪
著

×

随
筆

新
著
聞
集

六

○

寛
延
二
年

随
筆

古
今
著
聞
集

廿

橘
成
季
撰
述
（
合
類

書
籍
目
録 

南
袁
作
）

○

元
禄
三
年

随
筆

扶
桑
故
事
要
略

七

前
浄
円
教
寺
（
浄
山

寺
）
盤
察
編

×

随
筆

本
朝
語
園

十
二

編
者
不
詳
（
合
類
書

籍
目
録 

孤
山
居
士
）

○

宝
永
三
年

随
筆

駿
台
雑
話

五

室
鳩
巣
先
生
著

○

宝
暦
二
年

随
筆

宮
川
舎
漫
筆

五

源
政
運
著

×

随
筆

翁
草
﹇
湛
蝶
庵
巻
三
﹈
二

湛
蝶
庵
著

○

天
明
四
年

五
巻
二
冊

随
筆

菅
随
筆

一

×

随
筆

堤
醒
紀
談

五

山
崎
美
成
著

○

嘉
永
三
年

随
筆

雲
萍
雑
志

四

柳
里
恭
稿

○

天
保
十
四
年

随
筆

積
翠
閑
話

四

松
亭
金
水
著

×

随
筆

桑
楊
庵
一
夕
話

三

光
曜
真
人
著

×

随
筆

松
屋
叢
話

二

高
田
与
清
編

○

文
化
十
一
年

随
筆

萍
花
漫
筆

二

桃
華
園
著

×

随
筆

擁
書
漫
筆

五

高
田
与
清
著

○

文
化
十
四
年

随
筆

松
亭
漫
筆

二

積
翠
翁
金
水
著

○

嘉
永
三
年
序

随
筆

三
養
雑
記

四

山
崎
美
成
著

○

天
保
十
一
年
跋

随
筆

世
事
百
談

四

山
崎
美
成
著

○

天
保
十
四
年

随
筆

茶
山
翁
筆
の
す
さ
ひ

四

菅
晋
帥
礼
郷
著

○

安
政
四
年

随
筆

閑
度
雑
談

三

中
邨
弘
毅
輯

×

随
筆

閑
窓
瑣
談

四

狂
訓
亭
春
水
著

×

随
筆

梅
園
雑
話

二

梅
朧
主
人
著

×

随
筆

玲
瓏
随
筆

四

沢
庵
著

○

安
政
六
年

随
筆

梅
園
叢
書
拾
遺

三

三
浦
安
貞
著

×

随
筆

理
斎
随
筆

六

志
賀
忍
輯

○

天
保
七
〜
九
年

随
筆

秋
里
随
筆

三

京
都
人 

秋
里
籬
島

著

×

随
筆

燕
石
雑
志

六

曲
亭
馬
琴
著

○

文
化
八
年

随
筆

烹
雑
記

初
輯
二
曲
亭
馬
琴
著

○

文
化
八
年

随
筆

志
古
草

一

隈
川
春
蔭
著

○

天
保
十
二
年

随
筆

梅
園
叢
書

三

三
浦
安
貞
著

×

随
筆

太
平
楽
皇
国
性
質

二

松
亭
金
水
著

○

天
保
五
年
序

随
筆

よ
も
の
硯

三

畑
民
部
著

○

享
和
四
年

随
筆

日
本
百
将
伝
一
夕
話

十
二

松
亭
金
水
著

○

安
政
四
年

随
筆

南
柯
廼
夢
﹇
銀
鶏
一

夢
﹈

二

平
亭
銀
鶏
著

○

天
保
六
年

随
筆

北
窓
瑣
談

十
三

（
橋
石
見
助
）
宮
川

南
谿
著

○

文
政
十
二
年

「
校
正
北

窓
瑣
談
」

八
巻
八
冊

随
雑

耳
袋

写
本
五
藤
原
守
信
著

×

随
雑

当
世
武
野
俗
談

写
本
五
武
江
散
戸
秩
茂
内
著

×

随
雑

遺
老
物
語

写
本
三
朝
倉
景
衡
著

○

写
本
一
冊

随
雑

窓
の
す
さ
み

写
本
六
松
崎
観
瀾
子
允
著

×

随
雑

逸
著
聞
集

写
本
二
山
岡
浚
明
著

○

写
本
二
冊

随
雑

平
賀
国
倫
実
記

写
本
二
檪
斎
老
人
著

○

平
賀
実
記
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二
一

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

随
雑

野
翁
物
語

写
本
十

×

随
雑

野
語
述
説

八

壺
峯
仲
允
父
輯

×

随
雑

俳
優
考

一

新
井
筑
後
守
白
石
作

○

写
本
一
冊

随
雑

大
岡
仁
政
録

写
本
十

二

×

随
雑

大
岡
忠
相
比
事

写
本
三

○

随
雑

誹
歌
百
一
選

写
本
一
海
寿
翁
著

○

随
雑

野
夫
談
（
春
台
が
四

十
六
士
論
の
誤
り
を

述
べ
た
る
書
な
り
）

写
本
一
横
井
也
有
著

○

随
雑

嘉
多
比
沙
志

前
後
六
斎
藤
彦
麿

○

万
延
二
年

随
雑

開
口
新
語

一

岡
白
駒
著

◯

○

寛
延
四
年
序

随
雑

灯
下
戯
墨
玉
の
枝

一

森
羅
子
著

×

随
雑

護
国
女
太
平
記

写
本
一

○

随
雑

秋
田
杉

写
本
十

×

随
雑

慶
安
太
平
記

写
本
十

○

随
雑

明
和
風
土
記

写
本
二

×

随
雑

訳
準
笑
話

一

津
藩
津
坂
東
洋
著

◯

○

文
政
七
年

随
雑

分
類
故
事
要
語

十

専
庵
静
斎
先
醒
輯

×

伝
記

扶
桑
隠
逸
伝

三

沙
門
元
政
著
（
名
日

政
号
不
可
思
議
）

○

寛
文
四
年

文
政
十
一
年

伝
記

続
近
世
畸
人
伝

五

伴
蒿
蹊
著
刪
補
・
三

熊
思
孝
著

○

寛
政
十
年

伝
記

百
家
奇
行
伝

五

八
島
五
丘
輯

○

弘
化
三
年

伝
記

近
世
畸
人
伝

五

伴
蒿
蹊
著

○

寛
政
二
年

伝
記

熊
谷
蓮
生
一
代
記

七

○

文
化
八
年

伝
記

浅
野
四
十
六
士
論
説

写
本
一
直
方
著

○

伝
記

赤
穂
義
士
伝

五

山
崎
美
成
校

○

嘉
永
五
年

絵

浮
世
床
従
初
編
弐
編

迄

六

式
亭
三
馬
作

○

文
化
八
年
、

文
化
九
年

絵

浮
世
床　

三
編

三

滝
亭
鯉
丈
作

○

文
政
六
年

遊

契
情
買
虎
の
巻

一

田
螺
金
魚
著

○

安
永
七
年
序

物
語

竹
取
物
語
俚
言
解

二

佐
々
木
弘
綱
著

○

安
政
四
年
序
跋

物
語

校
訂
伊
勢
物
語
図
絵

三

市
岡
猛
彦
著

○

文
政
八
年

物
語

宇
治
拾
遺
物
語

十
五

宇
治
大
納
言
撰

○

万
治
二
年

物
語

今
昔
物
語
（
井
沢
長

秀
改
正
纂
補
）

八

宇
治
大
納
言
源
隆
国

著

○

享
保
十
八
年

物
語

冠
注
大
和
物
語

三

井
上
文
雄
著

○

嘉
永
六
年

物
語

源
氏
物
語
湖
月
抄

六
十

北
村
拾
穂
軒
季
吟
作

○

系
図･

年

立･

雲
隠
・

表
白
含
む

物
語

犬
物
が
た
り

写
本
一
千
種
黒
沢
歌
問
答

○

物
語

一
休
諸
国
物
語

五
（
拾

遺
三
）

○

天
保
七
年

弘
化
三
年

一
休
諸
国

物
語
図
会

物
語

為
愚
痴
物
語

八

（
越
後
国
）
曽
我
休

著
（
合
類
書
籍
目
録

曽
我
休
自
作
）

×

「
越
後
国

〜
」
は
版

本
序
署
名

物
語

白
痴
物
語

二

六
々
園
春
足
作

×

物
語

し
み
の
す
み
か
物
か

た
り

二

石
川
雅
望
著

○

文
化
二
年

物
語

徒
然
草
吟
和
抄

五

北
村
拾
穂
軒
季
吟

○

元
禄
三
年

物
語

枕
草
紙
春
曙
抄

十
二

北
村
拾
穂
軒
季
吟

○

延
宝
二
年
跋

物
語

清
輔
袋
草
紙

四

○

貞
享
二
年

俳
書

毛
吹
草

四

重
頼
著

○

寛
文
二
年

俳
書

五
元
集

四

其
角
発
句
集

○

延
享
四
年
跋

俳
書

俳
家
奇
人
談

続
と
も

六

竹
窓
玄
々
一
校

蓬
廬
青
々
山
人
著

○

文
化
十
三
年
、

天
保
三
年

俳
書

鶉
衣　

後
編
拾
遺

四

横
井
也
有
作

○

俳
書

風
来
六
部
集
（
と
ん

た
噂
の
評
・
放
屁
論

後
共
・
痿
陰
隠
逸
伝
・

天
狗
髑
髏
鑒
定
縁
起
・

里
の
を
だ
巻
評
）

二

平
賀
源
内
（
鳩
渓
）

作

○

安
永
九
年
序

六
々
部
集

文
集

笑
堂
福
聚

一

山
本
北
山
先
生
戯
著

○

享
和
四
年

仏
書

念
仏
草
紙

一

鈴
木
正
三
作

×

仏
書

十
善
法
語

十
三

慈
雲
大
和
尚
作

○

文
政
七
年

十
二
冊

仏
書

驢
鞍
橋

三

鈴
木
正
三
著

○

寛
文
九
年

仏
書

麓
草
分

一

鈴
木
正
三
作

○

寛
政
七
年

仏
書

大
道
和
尚
法
語

一

大
梅
大
道
禅
師
作

○

宝
暦
四
年
跋

仏
書

仮
名
法
語

一

沢
庵
和
尚
作

○

江
戸
後
期

仏
書

他
力
念
仏
丸
能
書
並

イ
ロ
ハ
歌

一

釈
知
応
著

○

安
政
六
年
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

二
二

仏
書

赤
裸
々

一

（
京
ノ
人
）
服
部
天

游
著

×

仏
書

遠
羅
天
釡
（
続
ト
モ
）
三

（
名
恵
鶴
俗
姓
長
浜

氏
）
白
隠
禅
師
著

○

寛
延
二
年
序
跋

仏
書

夢
中
問
答

三

夢
想
国
師
著

○

寛
永
十
一
年

仏
書

増
補
諸
乗
法
数

二

姑
蘇
洞
庭
沙
門
行
深

編
集

×

仏
書

二
人
比
丘
尼

一

鈴
木
正
三
作

○

仏
書

盤
珪
仏
智
禅
師
法
語

一

○

宝
暦
八
年

仏
書

三
界
一
心
記

一

大
龍
編

×

仏
書

一
念
多
念
文
意

一

親
鸞
上
人
作

○

万
延
元
年
跋

三
経
往
生

分
類
他
合

一
冊

仏
書

観
無
量
寿
経

一

○

仏
書

如
雲
紫
笛
翁
仮
名
法

語
附
録
い
ろ
は
歌

一

○

安
永
六
年
序
跋

仏
書

う
す
ひ
き
歌

一

盤
珪
禅
師
作

○

文
政
七
年

仏
書

十
善
戒
法
語

一

○

文
化
十
一
年
跋

仏
書

不
思
議
問
答

一

散
人
翫
山
著

○

天
保
十
三
年

仏
書

命
の
親

一

白
木
子
著

○

文
政
三
年
跋

仏
書

か
な
法
語

一

○

寛
政
七
年
序
跋

仏
書

夜
船
閑
話
（
養
生
の

書
也
）

一

白
隠
和
尚
作

○

宝
暦
七
年

仏
書

月
庵
大
禅
師
仮
名
法

語

一

○

天
明
七
年

月
庵
和
尚

仮
名
法
語

仏
書

壁
生
草
（
附
幼
稚
物

語
）

一

白
隠
禅
師
作

○

明
和
三
年
跋

仏
書

闡
堤
老
翁
辻
談
義

一

白
隠
禅
師
作

○

明
和
七
年

仏
書

水
か
が
み
抄

一

（
而
温
斎
）
山
岡
元

隣
作

○

明
暦
三
年

一
休
み
ず

か
が
み
抄

仏
書

鉄
眼
和
尚
仮
名
法
語

一

○

元
禄
四
年

仏
書

一
休
が
い
こ
つ

一

○

絵
入
り

仏
書

一
枚
起
請
但
信
抄

二

桑
門
隆
長
述

×

仏
書

唯
信
抄

一

安
居
院
聖
覚
法
印
作

○

天
保
十
三
年

仏
書

西
方
指
南
抄

六

法
然
上
人
作

×

仏
書

安
心
決
定
鈔
註
解

八

○

正
徳
四
年

仏
書

教
行
信
證
鈔

十
五

親
鸞
上
人
作

○

貞
享
三
年

仏
書

四
十
八
願
得
聞
鈔

四

正
定
閣
筆
記

×

仏
書

唱
導
三
百
年
眼

三

×

仏
書

正
信
偈
訓
読
図
会

五

暁
晴
翁
編
述

○

安
政
三
年
跋

仏
書

両
大
師
利
生
記

三

法
龍
著

○

文
久
二
年

仏
書

説
法
用
歌
集
諺
注

十

注
者
坂
内
山
雲
子

×

仏
書

釈
教
玉
林
和
歌
集

一

（
信
濃
国
人
）
先
啓

著

○

寛
政
十
年

仏
書

孝
行
和
さ
ん
・
因
果

和
さ
ん
・
施
行
う
た
・

ホ
コ
リ
タ
ヽ
キ

一

引
接
寺
法
竜
敬
判

○

天
保
十
三
年

仏
書

真
如
観

一

源
信
和
尚
作

×

仏
書

永
平
発
菩
提
心
揃
詠

一

道
永
禅
師
著

×

仏
書

傘
松
道
詠
集

一

道
元
和
尚
歌
集

○

延
享
三
年
序

有
識

拾
芥
抄

六

東
山
左
府
作

○

寛
永
十
九
年

和
歌

古
今
類
句

三
十
六
山
本
春
正
作

○

寛
文
六
年

和
歌

尾
張
の
家
つ
と

九

石
原
正
明
作

○

文
政
二
年

和
歌

美
濃
の
家
つ
と

八

本
居
宣
長
作

○

寛
政
七
年
、

寛
政
九
年

和
歌

新
選
六
帖

六

○

万
治
三
年

和
歌

古
今
和
歌
六
帖
標
注

六

作
者
不
詳
（
平
由
豆

流
大
人
校
定/

山
本

明
清
大
人
校
注/

契

沖
・
真
渕
校
本
）

○

天
保
十
一
年

和
歌

千
々
の
屋
集

三

千
草
有
功
卿
家
集

○

安
政
二
年

和
歌

わ
か
く
さ

一

鴬
蛙
園
有
功
卿
作

○

和
歌

現
存
歌
選

四

海
野
遊
翁
大
人
撰

○

天
保
七
年
、
九

年

初
編
二
編

和
歌

草
縁
集

四

天
野
政
徳
撰

高
田
与
清
閲

×

和
歌

霞
関
集

二

（
佐
渡
奉
行
）
石
野

遠
江
守
広
道
撰

○

寛
政
十
一
年

和
歌

和
歌
渚
の
松

五

（
菅
原
俊
仍
）
松
宮

観
山
撰

○

寛
延
元
年
序

和
歌

類
題
若
菜
集

二

積
書
堂
光
英
撰

×

和
歌

和
歌
八
島
の
浪

二

　

撰

○

天
保
七
年

和
歌

下
蔭
集

七

橘
守
部
（
橘
冬
照
）

撰

○

天
保
九
年
序
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二
三

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

和
歌

門
の
落
葉
（
後
編
共
）
四

本
居
春
庭
・
鬼
島
富

樫
撰

○

文
政
元
年
序
、

文
政
十
三
年
序

和
歌

瓊
浦
集

二

中
島
広
足
撰

○

天
保
十
一
年

和
歌

千
百
人
一
首

二

鬼
島
富
樫
撰

○

安
政
四
年
序

和
歌

五
百
重
浪

一

本
間
游
清
撰

×

和
歌

月
詣
和
歌
集　

四

賀
茂
神
主
重
保
撰

清
水
浜
臣
標
柱

○

文
化
五
年
跋

和
歌

小
門
の
汐
干

二

八
田
知
紀
撰

○

和
歌

調
鶴
集

三

井
上
文
雄
家
集

○

慶
応
二
年
序

和
歌

類
題
草
根
和
歌
集

二

徹
書
記
家
集

源
躬
弦
大
人
抄

×

和
歌

類
題
名
家
和
歌
集

三

　

撰

×

和
歌

類
題
和
歌
浪
花
集

二

　

撰

○

天
保
六
年
跋

和
歌

類
題
稲
葉
集

二

中
島
宜
門
大
人
撰

×

和
歌

さ
き
は
ひ
草

二

井
上
文
雄
撰

○

慶
応
二
年
跋

和
歌

桂
園
一
枝

一

景
樹
家
集

○

和
歌

桂
の
落
葉

四

景
樹
家
集

○

天
保
十
四
年
、

嘉
永
三
年

和
歌

木
積
集

一

木
島
菅
丸
家
集

×

和
歌

加
茂
翁
家
集

一

真
淵
先
生
家
集

○

文
化
三
年

五
巻
五
冊

和
歌

あ
つ
ま
ふ
り

一

小
池
魚
峰
撰

○

和
歌

三
草
集

三

松
平
定
信
侯
家
集

○

文
政
十
年
跋

和
歌

あ
し
の
一
葉

一

{

渡
忠
秋･

吉
田
利

和
・
吉
田
利
純}

家

集

○

安
政
五
年
序

和
歌

常
盤
集

三

山
内
繁
樹
大
人
家
集

能
代
繁
里
訂
正

×

和
歌

樫
の
若
葉

二

鬼
島
富
樫
撰

○

文
政
十
三
年

和
歌

み
や
こ
島
集

二

八
田
知
紀
撰

○

嘉
永
七
年

和
歌

当
世
百
歌
仙

一

（
石
見
人
）
多
田
清

興
撰

○

安
政
二
年
序

和
歌

垣
ね
の
小
草

一

八
幡
竹
舎
の
よ
し
の

り
撰

×

和
歌

摘
英
集

一

井
上
文
雄
撰

○

安
政
三
年
序

和
歌

桂
の
花

二

横
山
桂
子
家
集

○

文
久
元
年
序
跋

和
歌

菊
園
集

三

菊
池
柚
子
家
集

○

文
久
元
年
序
跋

和
歌

類
題
鰒
玉
集

十

　

撰

○

弘
化
二
年

和
歌

紅
塵
和
歌
集

二

　

撰

○

文
化
八
年

和
歌

新
紅
塵
和
歌
集

二

　

撰

○

天
保
三
年

和
歌

類
題
鴨
川
集

六

　

撰

○

和
歌

類
題
武
蔵
野
集

四

　

撰

○

嘉
永
五
年

安
政
四
年

和
歌

詠
史
歌
集

二

　

撰

○

嘉
永
六
年

和
歌

草
山
和
歌
集
（
元
政

上
人
家
集
也
）

一

始
石
井
平
之
丞
元
政

（
仕
彦
根
侯
）

○

寛
文
十
二
年

和
歌

夢
窓
国
師
御
詠

仏
国
国
師
御
詠

一

×

和
歌

仏
国
禅
師
家
集
標
注

一

○

文
政
六
年

和
歌

沢
庵
和
尚
和
泉
百
首

一

○

写
本

和
歌

真
砂
集

一

久
松
祐
之
撰

×

和
歌

と
は
子
詠
草

三

（
三
河
国
人
）
岩
上

氏

×

和
歌

秋
山
翁
家
集

三

秋
山
光
彪
家
集

○

天
保
十
三
年
序

和
歌

香
取
四
家
集
（
清
宮

秀
堅
撰
）

二

{

楫
取
魚
彦･

永
沢

躬
国･

沢
近
嶺･

椿

仲
輔}

○

嘉
永
五
年

和
歌

泊
洦
舎
家
集

四

清
水
浜
臣
家
集

○

文
政
十
二
年
跋

和
歌

蓼
舎
集

三

中
村
良
臣
家
集

×

和
歌

忍
ふ
草

五

八
田
知
紀
家
集

○

弘
化
四
年

三
編
ま
で

和
歌

大
江
戸
集

三

蜂
屋
光
世
著

○

安
政
七
年
跋

和
歌

安
政
年
々
歌
集

二

西
田
惟
恒
輯･

五
十
君
夷
守
校

○

安
政
二
年
、
五

年

和
歌

可
々
楼
年
々
百
首

六

川
本
延
之
家
集

○

嘉
永
六
年
〜
安

政
六
年

四
編
抜
け

和
歌

も
と
か
し
は

二

木
曽
游
清
家
集

○

嘉
永
二
年
序
跋

和
歌

け
ふ
り
の
末

一

香
習
尼
家
集

○

文
政
十
三
年
序

和
歌

藤
か
つ
ら

二

斎
藤
真
蔭
家
集

×

和
歌

西
嶽
公
御
朗
吟
集

一

○

写
本

西
嶽
公
御

集

和
歌

小
林
歌
城
歌
集

四

×

和
歌

麦
の
舎
集

一

高
畠
式
部
家
集

○

慶
応
四
年
跋

和
歌

う
け
ら
か
花

八

芳
宜
園
千
蔭
家
集

○

享
和
二
年･

文
化
五
年
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

二
四

和
歌

あ
つ
ま
う
た

三

加
藤
枝
直
家
集

○

享
和
二
年

和
歌

歌
林
尾
花
末

五

 

撰

○

元
禄
十
六
年

和
歌

○
江
戸
名
所
和
歌
集

二

蜂
屋
光
世
著

○

文
久
四
年

和
歌

薄
氷　

歌
合

一

香
川
景
樹
判

○

天
保
六
年

和
歌

琴
後
集

七

村
田
春
海
歌
集

○

文
化
七
年
序

和
歌

佐
喜
草

二

畠
山
梅
軒
家
集

○

天
保
八
年
序

和
歌

柳
園
家
集

二

海
野
遊
翁
家
集

○

嘉
永
三
年

嘉
永
六
年

和
歌

橘
守
部
家
集

三

○

嘉
永
七
年
跋

和
歌

葎
居
集　

前
後

六

黒
沢
翁
丸
家
集

○

安
政
四
年

跋

和
歌

し
の
す
た
れ

一

中
嶋
広
足
家
集

○

嘉
永
六
年

第
二
集

和
歌

黄
中
詠
草

四

香
川
氏
家
集

○

嘉
永
四
年

和
歌

柿
園
詠
草

二

加
納
諸
平
家
集

○

嘉
永
六
年
跋

和
歌

雲
錦
翁
家
集

四

季
鷹
家
集

○

和
歌

藤
園
雑
歌

四

松
田
直
兄
家
集

○

弘
化
四
年

和
歌

浦
の
塩
か
ひ　

拾
遺

と
も

七

熊
谷
直
好
家
集

○

弘
化
二
年
序

和
歌

桂
園
一
枝　

拾
遺
と

も

五

香
川
景
樹
家
集

○

嘉
永
三
年

和
歌

桂
花
余
香

一

香
川
景
樹
作

×

和
歌

新
百
人
一
首

一

芳
宜
園
千
蔭
著

○

享
和
二
年
跋

和
歌

百
人
一
首
一
夕
話

九

尾
崎
雅
嘉
著

○

天
保
四
年

和
歌

伊
勢
の
家
土
産

三
編
迄

三

井
上
文
雄
作

○

安
政
五
年
序
〜

元
治
元
年
序

和
歌

詞
の
玉
緒

七

本
居
宣
長
作

○

天
明
五
年

和
歌

玉
あ
ら
れ

一

本
居
宣
長
作

○

寛
政
四
年

和
歌

続
歌
林
良
材

二

下
河
辺
長
流
撰

○

天
和
二
年

和
歌

歌
林
良
材

一

一
條
兼
良
公
著

○

慶
安
四
年

和
歌

和
歌
梨
本
集

二

戸
田
茂
睡
著

×

和
歌

に
ひ
ま
な
ひ

一

岡
部
真
渕
作

○

寛
政
十
二
年

歌
附

狂
歌
奇
人
譚

前
後
六
八
島
定
岡
著

○

文
政
七
年

三
編
ま
で

歌
附

四
方
の
あ
か

二

大
田
南
畝
著

○

歌
附

燭
夜
文
庫

二

金
鶏
狂
文
集

○

寛
政
八
年
序
、

寛
政
十
二
年

首
尾
二
冊

無

釈
教
題
林
集　
﹇
赤
傍

線
﹈

随
道
軒
浄
恵
著

○

宝
暦
九
年

無

め
な
し
草
（
水
か
ゝ

み
と
も
云
）

一

一
休
上
人
作

○

天
保
二
年

無

続
無
名
抄

一
時
軒
作

○

延
宝
八
年

既
出

無

源
氏
湖
月
抄
発
端

○

既
出

無

壒
囊
鈔

金
剛
仏
子
行
誉
述

○

二
十
巻
二

十
冊

借
り
た
本

安
久

 

小
夜
嵐
物
語

十

井
原
西
鶴
著

×

安
久

百
馬
鹿

三

式
亭
三
馬
作

◯

×

安
久

戯
場
訓
蒙
図
会
﹇
五

六
七
八
﹈

二

式
亭
三
馬
作

◯

×

安
久
﹇
妙
竹
林
話
﹈七
編
人

五
編
迄

十
五

梅
亭
金
鵞
著

◯

○

×

四
巻
十
二

冊
（
初
編

欠
）

安
久
﹇
滑
稽
本
﹈千
社
参

四
編
迄

八

梅
亭
金
鵞
著

◯

○

×

四
巻
八
冊

安
久
﹇
滑
稽
本
﹈和
合
人

（
三
編
追
加
迄
）

十
二

滝
亭
鯉
丈
作

◯

×

安
久
﹇
滑
稽
本
﹈江
の
島
土

産

三

十
返
舎
一
九
作

△

×

安
久

鈴
木
主
水
栄
枯
録

写
本
前

編
五

×

安
久

武
辺
咄
聞
書

写
本
三

×

安
久

武
辺
噺
﹇
節
標
列
勇
﹈
写
本
五

×

安
久

赤
穂
義
士
伝
一
夕
話

五

山
崎
美
成
著

×

安
久

太
田
道
灌
雄
飛
録

六

×

安
久

扶
桑
皇
統
記
図
会

五

×

安
久

朝
日
奈
巡
島
記
（
六

編
よ
り
以
下
著
述
な

し
）

六
編
迄

三
十

曲
亭
主
人
著

◯

×

安
久
﹇
朝
日
奈
巡
島
記　

七

編
﹈

五

松
亭
金
水
著

×

こ
の
行
朱

書
き
後
補

安
久
﹇
近
世
怪
談
﹈霜
夜
星

五

柳
亭
種
彦
著

▽

×

安
久

双
蝶
記

十

山
東
京
伝
著

▽

×

安
久
﹇
美
濃
旧
衣
﹈八
丈
綺

談

六

曲
亭
馬
琴
作

△

×
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二
五

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

安
久

松
浦
佐
用
媛
石
魂
録

十
五

曲
亭
馬
琴
作

△

×

安
久

石
言
遺
郷

六

曲
亭
翁
作

×

安
久

中
将
姫
一
代
記

×

本
治

世
中
貧
福
論
（
滑
稽

に
不
有
）

三

十
返
舎
一
九
著

□

×

本
治

木
曽
海
道
ひ
さ
く
り

毛

二
五

十
返
舎
一
九
著

◯

×

本
治

人
真
似
目
覚
旅
路

三
編
迄

六

永
楽
舎
一
水
作

□

×

本
治

雑
談
紙
屑
籠

二
編
迄

四

十
返
舎
一
九
作

△

×

本
治

箱
根
ぐ
さ

四
編
迄

十
二

為
永
春
水
作

△

×

本
治

浮
世
風
呂

四
編
迄

十
二

式
亭
三
馬
作

◯

○

文
政
三
年（
初
）

文
化
十
年（
四
）
初
編
〜
四

編
十
二
冊

本
治

絵
本
千
里
藪
（
落
し

噺
し
書
）

五

花
枝
房
円
馬
作

□

×

本
治

夢
相
兵
衛
胡
蝶
物
語

前
後
九
曲
亭
主
人
著

◯

○

文
化
六
年
、
七

年

九
冊

本
治

優
曇
華
物
語

七

山
東
京
伝
著

▽

×

本
治

合
邦
辻

十

▽

×

本
治

幼
婦
孝
義
録
﹇
石
井

恒
衛
門
﹈

十

▽

×

本
治

絵
本
西
遊
記

四
十

×

本
治

近
世
説
美
少
年
録

九
編
迄

四
十
五
曲
亭
馬
琴
作

◯

×

本
治

俊
寛
島
物
語

十

曲
亭
馬
琴
旧
作

◯

×

本
治

勧
善
常
世
物
語

五

曲
亭
馬
琴
旧
作

別
人
校
訂
春
水
補
綴
△

×

本
治{

椀
久
松
山}﹇
柳
巷
話

説
﹈椀
久
松
山
物
語

五

曲
亭
馬
琴
旧
作

別
人
校
訂
春
水
補
綴
▽

×

本
治

頼
豪
阿
闍
梨
怪
鼠
伝

初
輯
五
曲
亭
馬
琴
作

◯

×

本
治

標
注
そ
の
ゝ
雪
（
後

編
の
著
述
な
し
）

前
巻
六
曲
亭
馬
琴
旧
作
同
人

校
合

▽

×

本
治

新
累
解
脱
物
語

五

曲
亭
馬
琴
旧
作

別
人
校
合

▽

×

本
治

三
国
一
夜
物
語

八

曲
亭
馬
琴
旧
作

春
水
校
合

▽

×

本
治

{

木
曽
義
仲}

鼎
臣
録

初
輯
・
二
輯

十

狂
言
堂
瀬
川
如
皐
著
△

×

本
治{

木
曽
義
仲}

鼎
臣
録

三
輯
・
四
輯

十

狂
訓
亭
為
永
春
水
著
△

×

本
治

濡
燕
栖
傘
雨
談

十

曲
亭
馬
琴
校
合･

黒
川
亭
雪
丸
著

◯

×

本
治

青
砥
藤
綱
模
稜
案

十

別
人
校
訂

馬
琴
著
編
旧
作

△

×

本
治

大
内
興
隆
十
杉
伝

五
編
迄

廿
五

為
永
春
水
著

◯

×

本
治

南
柯
の
夢

七

曲
亭
馬
琴
作

◯

×

本
治
﹇
占
夢
南
柯
﹈後
記

十

曲
亭
馬
琴
作

◯

×

本
治

善
知
安
方
忠
義
伝

前
編
八

冊

山
東
京
伝
作

△

×

本
治

善
知
安
方
忠
義
伝
二

編
・
三
編

十

松
亭
金
水
編

△

×

本
治

本
朝
酔
菩
提
﹇
稲
妻

表
紙
後
編
也
﹈

前
後
十

二

山
東
京
伝
作

△

○

文
化
六
年

本
治

高
木
廼
実
伝

二
輯
迄

十

松
亭
金
水
著

△

×

本
治
﹇
天
竺
徳
瓶
﹈仙
蛙
奇

録

三
輯
迄

十
五

為
永
春
水
著

△

×

本
治

糸
桜
春
蝶
奇
縁

十

曲
亭
主
人
著

×

本
治

開
巻
驚
奇
侠
客
伝

四
集
迄

廿
三

曲
亭
主
人
著

◯

×

本
治

四
天
王
剿
盗
異
録

前
後
十
曲
亭
主
人
著

×

本
治

復
讐
奇
譚
稚
枝
鳩

五

曲
亭
翁
作

×

本
治

開
巻
驚
奇
侠
客
伝
五

集
よ
り
（
朝
夷
巡
島

記
六
編
の
趣
向
を
と

れ
り
）

五

（
荻
原
広
通
）
蒜
園

主
人
編
次

×

本
治

通
俗
忠
義
水
滸
伝

八
十

冠
山
岡
島
璞
玉
成
先

生
編
訳
・
羅
貫
仲
作

×

柏
原

金
剛
宝
戒
釈
義
章

一

黒
谷
沙
門
源
空
草

○

明
治
三
年
政
豊

写

柏
原

鼠
雀
問
答

二

×

柏
原

真
宗
意
得
鈔
（
七
部

聖
教
之
内
）

一

蓮
如
上
人

×

柏
原

因
果
鈔
（
七
部
聖
教

之
内
）

一

存
覚
上
人

×
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第
四
十
九
号

二
六

柏
原

信
行
一
念
鈔
（
七
部

聖
教
之
内
）

一

蓮
如
上
人

×

柏
原

念
仏
往
生
義
（
七
部

聖
教
之
内
）

一

蓮
如
上
人

×

柏
原

三
身
六
義
（
七
部
聖

教
之
内
）

一

覚
如
上
人

×

柏
原

本
願
信
心
鈔
（
七
部

聖
教
之
内
）

一

存
覚
上
人

×

柏
原

肝
要
集
（
七
部
聖
教

之
内
）

一

存
覚
上
人

×

久
助

三
千
大
千
世
界
録

写
本
三
沙
門
大
円
誌

築
地

本
朝
水
滸
伝
（
一
名

吉
野
物
語
）

九

建
部
涼
岱
吸
露
庵
綾

足
著

×

永
田

田
舎
荘
子

内
編
四

外
編
六
丹
羽
佚
斎
樗
山
述

×

永
田

諸
家
高
名
記

十
五

×

永
田

三
道
一
致
領
解
抄

写
本
一
作
者
不
詳
（
浄
土
宗

の
人
の
作
也
）

×

永
田

通
俗
酔
菩
提
（
道
斎

禅
師
一
代
ノ
事
跡
ヲ

記
シ
タ
ル
書
ナ
リ
）

八

天
華
蔵
主
人
述
・

碧
玉
江
散
人
訳

×

永
田

一
休
噺

五

×

本
店

通
俗
漢
楚
軍
談

意
峯
徴
庵
編

○

元
禄
八
年

十
五
巻
二

十
冊

四　

好
文
『
読
書
控
（
乾
坤
）』
の
分
析
と
研
究

（
１
）
雑
記
（
読
本
・
滑
稽
本
・
浮
世
草
子
）・
物
語
類

　
『
読
書
控
』
か
ら
読
み
取
れ
る
好
文
の
読
書
の
特
色
の
第
一
と
し
て
、
安
久
堂
や

本
屋
治
兵
衛
か
ら
借
り
た
読
本
と
滑
稽
本
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
読
書
控
』
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
四
四
〇
件
あ
ま
り
の
書
名
の
う
ち
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
読
本
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
五
八
点
、

蔵
書
の
内
に
あ
っ
た
の
は
十
五
点
な
の
で
、
興
画
合
注
釈
書
作
成
の
時
に
使
用
し

た
書
物
の
多
く
を
借
り
て
読
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
滑
稽
本
」「
咄
本
」
の

二
八
点
で
ほ
ぼ
半
分
を
安
久
堂
と
本
治
か
ら
借
り
て
い
る
。
読
後
感
想
が
つ
い
て

い
る
の
は
、
読
本
と
滑
稽
本
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
好
文
が
好
ん
で
読
ん
で
い
た

の
は
こ
の
二
種
類
の
書
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
11
。
修
業
の
た
め
下
っ
た

江
戸
で
触
れ
た
興
画
合
と
い
う
知
的
遊
戯
に
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
様
子
が
う
か

が
え
る
。

　
「
読
本
」
の
中
で
は
、
石
水
が
「
見
た
き
本
」
で
挙
げ
て
い
た
『
春
雨
物
語
』
が

な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
上
田
秋
成
に
つ
い
て
、
父
石
水
、
祖
父
遠
里
共
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
12
。
石
水
の
「
見
た
き
本
」
で
『
春
雨
物
語
』

と
並
ん
で
い
た
『
本
朝
水
滸
伝
』
は
築
地
店
か
ら
借
り
出
し
て
、
乾
の
一
丁
表
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
秋
成
は
好
文
の
興
味
の
対
象
か
ら

は
外
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
石
水
が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
「
和
訳
太
郎
」

の
作
品
『
諸
道
聴
聞
世
間
猿
』
と
『
世
間
妾
形
気
』（
著
者
名
の
「
和
」
が
脱
字
と

な
っ
て
い
る
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』

は
「
教
訓
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
青
山
英
正
が
紹
介
し
て
い
る
竹
内
弥
左
衛
門

に
近
い
感
想
13
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

石
水
博
物
館
に
は
浮
世
草
子
が
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。『
読
書
控
』
に
あ

る
『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』
の
他
に
は
『
野
沢
名
所
焼
蛤
』『
出
世
握
虎
昔
物
語
』『
新

薄
雪
物
語
』、
川
喜
田
家
由
来
で
は
な
い
『
好
色
伊
勢
物
語
』、
写
本
で
あ
る
『
義

経
倭
軍
談
』
の
六
点
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、『
読
書
控
』
に
は
「
雑
記
二
二
四
」

に
気
質
物
を
中
心
に
十
四
種
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
好
文
の
『
読
書
控
』
へ
の
記

載
の
仕
方
を
見
て
み
る
と
、『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』
は
合
戦
を
描
い
た
作
品
と
い
う

意
味
で
「
軍
記
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
序
に
あ
る
「
作
者
近
松
門
左
衛
門
」
を

そ
の
ま
ま
著
者
と
し
て
記
し
て
い
る
。
亀
友
作
の
『
世
間
姑
気
質
』
は
「
永
井
堂

亀
友
」
と
し
、『
風
俗
俳
人
気
質
』
は
「
兵
作
堂
亀
友
」
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
序
に
書
か
れ
た
署
名
に
依
っ
て
い
る
。『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』
同
様
に
、
気
質

物
類
も
目
の
前
の
本
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
基
本
と
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
安
久
堂
か
ら
『
小
夜
嵐
物
語
』
を
借
り
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
浮
世
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二
七

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

草
子
に
分
類
さ
れ
る
作
品
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
「
物
語
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、『
竹
取
物
語
俚
言
解
』『
校
訂
伊
勢
物
語

図
会
』『（
考
訂
）
今
昔
物
語
』『
冠
注
大
和
物
語
』『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
と
い
っ

た
注
釈
書
類
で
あ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
絵
入
り
刊
本
だ
が
、
中
古
の
作
り
物

語
は
注
釈
付
の
書
物
で
読
む
の
が
基
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
石
水
「
見
た
き
本
」

で
は
、『
狭
衣
物
語
』『
落
窪
物
語
』『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
な
ど
作
り
物
語
が
広

く
網
羅
さ
れ
て
い
た
が
、
好
文
は
古
典
物
語
を
あ
る
程
度
絞
り
込
ん
で
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
「
物
語
」
分
類
に
は
、『
枕
草
紙
春
曙
抄
』『
徒
然
草
吟
和
抄
』
な
ど
も

含
ま
れ
て
お
り
、
読
本
や
浮
世
草
子
な
ど
「
雑
記
」
分
類
と
は
違
う
「
古
典
」
と

い
う
扱
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
国
史
・
軍
記
・
伝
記
・
随
筆
雑
記　

　
『
読
書
控
』
が
「
国
史
」
と
い
う
分
類
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
石
水
「
見
た

き
本
」
と
近
い
。『
大
鏡
』
を
始
め
と
す
る
四
鏡
や
『
世
継
物
語
』『
江
談
抄
』
と

い
う
説
話
や
物
語
で
歴
史
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、「
見
た
き
本
」
と
異
な
り
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
作

品
は
な
く
、
古
代
の
歴
史
は
『
大
日
本
開
闢
由
来
記
』
を
充
当
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
神
学
系
書
物
も
少
な
く
、
鈴
屋
門
で
あ
っ
た
遠
里
や
宣
長
の
著
作
を
い
く

つ
も
挙
げ
て
い
た
石
水
と
は
明
ら
か
に
違
う
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

分
類
に
関
し
て
、「
見
た
き
本
」
で
は
「
国
史
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
『
太
平
記
』

が
「
軍
記
」
と
な
り
、『
太
閤
記
』
や
『
武
将
感
状
記
』
と
並
ん
で
い
る
。
川
喜
田

家
の
先
祖
に
関
わ
る
『
北
畠
物
語
』
も
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
遠
里
が
熱

心
に
集
め
14
石
水
が
「
南
朝
学
」
と
別
項
目
を
立
て
た
南
朝
関
連
書
は
掲
出
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
『
読
書
控
』
は
、後
に
『
先
祖
考
証
』
を
編
集
す
る
好
文
に
と
っ

て
、
父
祖
代
々
の
学
問
と
は
別
の
形
で
の
読
書
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

｢

伝
記
」
に
『
近
世
畸
人
伝
』『
百
家
奇
行
伝
』
な
ど
と
並
ん
で
山
崎
美
成
の
『
赤

穂
義
士
伝
』
と
『
浅
野
四
十
六
士
論
説
』（
著
者
に
「
直
方
」
と
あ
る
の
は
、
所
収

さ
れ
て
い
る
「
佐
藤
直
方
」
の
名
前
を
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
る
。「
み

た
き
本
」
で
は
「
義
士
モ
ノ
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
『
忠
臣
実
記
』『
赤
城
義
士

伝
』『
誠
忠
義
臣
伝
』『
内
侍
所
』
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た

書
名
は
『
読
書
控
』
に
は
な
く
、義
士
物
は
実
録
で
読
む
も
の
で
は
な
く
、ま
と
ま
っ

た
読
み
物
と
し
て
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、実
録
写
本
作
品
で
あ
る
『
大
岡
仁
政
録
』『
慶
安
太
平
記
』『
明
和
風
土
記
』

な
ど
は
、「
随
筆
雑
記
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
平
賀
源
内
の
伝
記
で
あ
る
『
平
賀

国
倫
実
記
』
な
ど
も
こ
の
分
類
に
入
っ
て
い
る
。「
随
筆
雑
記
」
は
『
耳
袋
』『
当

世
武
野
俗
談
』『
窓
の
す
さ
み
』『
野
翁
物
語
』
な
ど
当
代
の
逸
話
を
集
め
た
書
物

が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
興
画
合
に
当
代
の
逸
話
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
と
め

て
読
む
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
３
）
仏
書　

 　

鈴
木
正
三
の
作
品
を
中
心
に
し
た
仏
書
は
、「
見
た
き
本
」
と
共
通
す
る
も
の

が
多
い
。
柏
原
家
か
ら
借
覧
し
た
本
は
す
べ
て
仏
書
で
あ
り
、
中
に
は
『
金
剛
宝

戒
釈
義
章
15
』
の
よ
う
に
、「
明
治
三
庚
午
歳
玄
月 

菅
原
政
豊
謹
写
」
の
奥
書
を

持
つ
写
本
が
あ
る
。
こ
の
写
本
が
含
ま
れ
る
現
「
一
二
四
」
箱
前
後
に
『
読
書
控
』

に
挙
げ
ら
れ
た
仏
書
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
石
水
の「
見
た
き
本
」と
は
鈴
木
正
三
、

白
隠
作
品
を
中
心
に
、
仮
名
法
語
類
な
ど
十
七
点
が
重
な
っ
て
お
り
、
仏
書
に
対

す
る
興
味
関
心
が
共
通
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
好
文
は
『
結
釈
生
類
経
画
合　

上
巻
』（
仮
名
垣
魯
文
序
・
慶
応
二
年

〈
一
八
六
六
〉）
と
い
う
生
類
と
経
典
と
を
題
と
し
た
興
画
合
の
注
釈
（『
結
釈
生
類

興
画
合
解　

や
み
の
つ
ぶ
て
』）
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
仏
書
が
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。『
説
法
用
歌
集
』
や
『
釈
教
玉
林
和
歌
集
』『
傘

松
道
詠
抄
』
な
ど
釈
教
関
連
の
和
歌
集
等
も
『
読
書
控
』
の
特
色
で
あ
る
。

　

注
釈
『
や
み
の
つ
ぶ
て
』
は
上
巻
の
み
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
下
巻
16
は
慶
応

四
年
序
を
持
つ
も
の
で
、
好
文
・
合
歓
麿
の
名
が
あ
る
興
画
各
一
枚
17
も
存
在
す
る
。
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二
八

絵
師
名
と
し
て
鶴
川
・
南
溟
・
山
齋
・
琴
谷
・
藍
泉
・
永
海
・
寛
一
・
晴
湖
な
ど

の
名
が
見
え
、
交
来
や
有
人
・
角
美
な
ど
『
く
ま
な
き
影
』
に
も
投
稿
し
て
い
る

趣
味
人
た
ち
と
の
興
画
合
「
下
」
に
加
わ
る
た
め
に
仏
書
類
が
必
要
と
な
り
、
こ

の
『
読
書
控
』
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。

（
４
）
和
歌
・
俳
諧

　
『
読
書
控
』
の
和
歌
部
に
は
、
類
題
集
及
び
個
人
家
集
も
含
め
江
戸
期
歌
人
の
歌

集
が
多
い
こ
と
が
目
を
惹
く
。
八
田
知
紀
や
千
種
有
功
の
家
集
は
、
石
水
が
山
本

榕
室
書
簡
の
中
で
も
話
題
に
し
て
お
り
、
同
時
代
歌
人
に
対
す
る
興
味
関
心
は
共

通
し
て
い
る
。
逆
に
、「
見
た
き
本
」
に
あ
っ
た
「
万
葉
学
」
と
い
う
『
万
葉
集
』

注
釈
書
類
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、石
水
が
挙
げ
て
い
た
『
詠

歌
大
概
』『
桐
火
桶
』
や
『
井
蛙
抄
』『
耳
底
記
』
な
ど
の
古
典
歌
論
書
類
の
名
前

も
な
い
。

　
『
読
書
控
』
中
の
最
新
の
歌
集
は
文
久
四
年
（
一
八
六
四
） 

刊
の
『
江
戸
名
所
和

歌
集
』、個
人
家
集
と
し
て
は
文
久
元
年
序
跋
を
持
つ
『
桂
の
花
』（
横
山
桂
子
家
集
）

『
菊
園
集
』（
菊
池
柚
子
家
集
）
に
な
る
。
好
文
は
、
父
と
同
じ
く
井
上
文
雄
に
歌

を
学
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、文
雄
編
の
『
伊
勢
の
家
づ
と
』
は
三
編
（
文
治
元
年
・

一
八
六
四
）
ま
で
現
存
し
て
い
る
。
他
に
、
香
川
景
樹
・
松
田
直
兄
・
賀
茂
季
鷹
・

中
島
広
足
・
八
田
知
紀
な
ど
当
代
の
歌
人
の
家
集
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
当
世
の
歌

を
知
る
た
め
の
読
書
と
思
わ
れ
る
。
類
題
集
が
多
い
こ
と
は
、
興
画
合
で
利
用
さ

れ
る
古
歌
を
調
べ
る
他
、
当
代
の
和
歌
を
知
る
た
め
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
俳
諧
に
対
す
る
興
味
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
語
彙

を
知
る
た
め
の
『
毛
吹
草
』、
伝
記
と
し
て
読
む
『
俳
家
奇
人
談
』、
俳
文
集
で
あ

る
『
鶉
衣
』『
風
来
六
部
集
』
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
な
俳
書
は
興
画
合
注
釈

書
で
引
用
し
た
其
角
の
『
五
元
集
』
の
み
で
あ
る
。

（
５
）
茶
道

　

好
文
の
長
男
で
十
六
代
久
太
夫
で
あ
る
川
喜
田
半
泥
子
は
、
自
ら
茶
碗
を
焼
き

茶
を
楽
し
ん
だ
。
父
で
あ
る
石
水
は
表
千
家
の
住
山
楊
甫
や
十
一
代
千
宗
左
と
交

流
を
持
ち
、
茶
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
祖
父
の
遠
里
は
堀
内
宗
完
と
親
し
か
っ

た
よ
う
に
、
川
喜
田
家
は
代
々
茶
道
に
造
詣
が
深
い
18
。「
見
た
き
本
」
に
は
多
数

の
茶
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
石
水
自
身
が
書
い
た
茶
会
記
な
ど
も
現
存
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
読
書
控
』
に
は
茶
道
関
連
書
は
一
つ
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
６
）
本
書
の
成
立
年
代

　

こ
の
『
読
書
控
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
最
も
新
し
い
書
物
は
、『
江
戸
名
所
和
歌

集
』『
伊
勢
の
家
づ
と
』『
さ
き
は
ひ
草
』
と
い
う
歌
集
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

で
あ
る
。
好
文
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
家
督
を
継
い
で
久
太
夫
と
な
る
。

石
水
博
物
館
に
現
存
し
て
い
る
政
豊
の
写
本
は
こ
の
年
ま
で
の
も
の
が
多
く
、
安

久
堂
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
も
明
治
四
年
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
家
を
背
負
う
前
の
好
文
が
興
画
合
な
ど
の
趣
味
に
没
頭
出
来
た
時
期

の
読
書
の
記
録
で
あ
り
、
江
戸
下
り
し
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
四

年
ま
で
の
間
の
読
書
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
興
画
合
引
用
書
に
挙
げ
ら
れ

た
書
名
の
う
ち
で
石
水
博
物
館
に
現
存
せ
ず
、
こ
の
『
読
書
控
』
に
出
て
来
な
い

も
の
は
、『
軍
法
富
士
見
西
行
』『
釈
迦
八
相
倭
文
庫
』『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
三
点

の
み
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

五　

好
文
『
読
書
控
』
に
見
る
書
物
意
識
の
ま
と
め

　

拙
稿
で
石
水
の
「
見
た
き
本
」
目
録
は
石
水
が
ま
だ
若
い
頃
の
「
趣
味
の
読
書

の
た
め
で
は
な
く
、
自
己
形
成
の
た
め
の
基
礎
教
養
と
し
て
の
読
書
を
目
的
と
す

る
目
録
」
で
は
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
れ
と
は
真
逆
な
形
で
書
き
集
め
ら
れ
た
の
が
、

好
文
の
『
読
書
控
』
で
あ
る
。
国
学
や
茶
道
な
ど
父
祖
が
学
び
読
ん
で
来
た
書
物

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
興
画
合
で
引
用
利
用
し
た
読
本
や
仏
書
が
多
く

並
ん
で
い
る
。

　
『
読
書
控
』
中
の
文
庫
に
あ
る
「
随
筆
部
」「
仏
書
部
」
の
書
物
に
つ
い
て
は
、『
政
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二
九

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

豊
随
筆
』（
三
冊
）『
好
文
（
齋
）
随
筆
』（
十
一
冊
）『
枕
水
筆
の
す
さ
び
』（
八
冊
）

に
、
教
訓
や
歴
史
、
語
彙
、
説
話
な
ど
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
抜
粋
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
楠
正
成
に
係
る
物
語
も
四
書
か
ら
の
抜
き
書
き
も
、『
驢
鞍
橋
』
な

ど
仏
書
か
ら
の
抜
き
書
き
も
あ
り
、
教
養
と
し
て
仏
書
を
読
む
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
随
筆
の
後
半
部
は
明
ら
か
に
明
治
期
に
書
か
れ
て
お
り
、『
読
書
控
』

よ
り
も
後
の
読
書
記
録
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
祖
父
で
あ
る
遠
里
や
父
石
水
が
三
都
の
書
肆
に
依
頼
し
て
探
書

し
集
め
た
自
宅
の
文
庫
に
あ
る
書
物
を
利
用
し
て
学
習
す
る
こ
と
は
、好
文
に
と
っ

て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
自
ら
が
知
り
た
い
こ
と
、
読
み
た
い

本
を
知
人
や
貸
本
屋
か
ら
借
り
出
し
て
読
む
と
い
う
読
書
方
法
を
取
っ
て
い
た
こ

と
が
こ
の
『
読
書
控
』
か
ら
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
興
画
合
を
中
心
と
し
た
江
戸

粋
興
連
た
ち
と
の
交
流
の
た
め
の
読
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
興
味
を
持
っ
た
書

物
を
集
め
、
次
に
は
そ
の
作
者
の
伝
記
を
集
め
た
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
本
の
蒐

集
家
で
あ
っ
た
遠
里
や
桂
窓
19
と
は
、
異
な
る
目
的
で
の
読
書
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

伊
勢
商
人
で
あ
る
好
文
は
、
修
業
時
代
を
除
い
て
地
元
津
に
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）元
服
し
て
九
月
に
初
江
戸
下
り
し
た
好
文
政
豊
は
、

こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
く
ま
な
き
影
』
な
ど
を
通
し
て
、
粋
興
人
た
ち
の
知
的

遊
戯
「
興
画
合
」
に
出
会
っ
た
。
書
物
の
知
識
を
使
っ
た
遊
び
で
あ
る
こ
の
「
興

画
合
」
を
理
解
し
そ
の
仲
間
に
加
わ
る
た
め
に
、
好
文
は
必
要
な
書
物
を
短
期
間

で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
好
文
の
『
み
ち
の
き
』（
Ⅲ
ん
―
３
７
―
５
）
と
い

う
旅
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
慶
応
四
年
閏
四
月
に
は
江
戸
を
立
っ
て
横
浜
見
物
を
し

た
り
、
八
橋
や
熱
田
を
め
ぐ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
伊
勢
・
上
方
へ
の
旅
を
し
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
伊
勢
に
戻
っ
た
の
か
、
再
び
江
戸
で
の
修
業
が
続
い
た
の
か
は
確
認
出

来
て
い
な
い
が
、安
久
堂
竹
馬
書
館
か
ら
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）に
は
伊
勢
に
戻
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
数
年
の
江
戸
生
活
で
触
れ
た
新
し
い
文

化
、
趣
味
に
好
文
が
熱
心
に
取
り
組
み
、
書
物
を
読
み
漁
っ
て
い
た
様
子
が
『
読

書
控
』
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

好
文
に
と
っ
て
、
浮
世
草
子
の
気
質
物
類
や
滑
稽
本
な
ど
は
趣
味
と
し
て
の
読

書
を
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、「
随
筆
」
や
「
仏
書
」
は
趣
味
と
学
習
を
兼
ね
る
書
物

で
あ
る
。
古
典
物
語
類
は
注
釈
書
で
読
み
、
和
歌
の
古
典
を
読
む
よ
り
も
当
代
の

歌
人
の
家
集
で
今
の
歌
を
知
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
俳
諧
は
ほ
と
ん
ど

読
ま
れ
て
お
ら
ず
、「
興
画
合
」
に
出
て
く
る
其
角
の
『
五
元
集
』
だ
け
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
選
ば
れ
て
い
る
書
物
は
、「
今
、
自
分
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」
に

か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
滑
稽
本
好
き
で
あ
っ
た
好
文
は
、
俳
諧
な
ら

ば
也
有
の
『
鶉
衣
』、
源
内
の
戯
文
な
ど
の
滑
稽
味
と
洒
脱
な
文
章
が
好
み
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

  

伊
勢
で
暮
ら
し
て
も
、
津
の
本
屋
治
兵
衛
が
江
戸
時
代
の
貸
本
屋
の
基
本
図
書
で

あ
る
読
本
20
を
し
っ
か
り
そ
ろ
え
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
久
堂
か
ら
借
り
た

読
本
な
ど
と
合
わ
せ
て
、「
興
画
合
」
の
読
み
解
き
や
作
成
が
で
き
た
。
好
文
『
読

書
控
』
は
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
激
動
の
時
代
、
江
戸
の
数
寄
の

文
化
が
伊
勢
の
地
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来

る
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
京
都
近
世
小
説
研
究
会
例
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
で

紹
介
し
た
資
料
の
一
部
で
あ
る
。

貴
重
な
資
料
の
翻
刻
と
紹
介
を
許
可
い
た
だ
い
た
石
水
博
物
館
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
１　

二
〇
一
五
〜
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
課
題
番
号（15H

03183

）

研
究
成
果
報
告
書
『
伊
勢
商
人
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
―
石
水
博

物
館
所
蔵
書
簡
資
料
を
も
と
に
―
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
・
研
究
代
表
者　

青

山
英
正
）。

２　

津
市
教
育
委
員
会
・
一
九
八
九
年
三
月
。

３　

拙
稿
「
資
料
紹
介　

川
喜
田
石
水
「
見
た
き
本
」
目
録
：
近
世
期
地
方
知
識

人
の
書
物
意
識
」（『
叙
説
』
四
五
号
・
二
〇
一
八
年
三
月
・
奈
良
女
子
大
学

日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会
）。

４　
『
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―
』
四
十
八
号
・
二
〇
二
三
年
三
月
。

５　

安
久
堂
竹
馬
書
簡
宛
名
に
「
よ
し
文
」
と
あ
る
が
、「
好
文
齋
随
筆
」
の
表
紙

の
中
に
は
「
こ
お
ぶ
む
齋
随
筆
」
と
書
い
た
も
の
が
あ
る
。

６　
「
十
五
代
政
豊
の
文
事
―
興
画
合
注
釈
の
作
成
―
」（「『
二
〇
一
八
〜
二
〇
二

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
報
告
書　

石
水

博
物
館
館
蔵
資
料
を
中
心
と
し
た
伊
勢
商
人
の
文
化
サ
ロ
ン
に
関
す
る
総
合

的
研
究
（
研
究
課
題
番
号18K

00299

）』（
研
究
代
表
者　

岡
本
聡
・
二
〇
二

二
年
三
月
）
及
び
、「『
く
ま
な
き
影
』
興
画
注
釈
―
川
喜
田
家
十
五
代
目
政

豊
の
文
事
―
」（
二
〇
二
二
年
五
月
・『
東
海
近
世
』
三
〇
号
・
東
海
近
世
文

学
会
）。

７　

注
６
の
二
つ
の
拙
稿
で
政
豊
と
竹
馬
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
た
。

８　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
津
岩
田
町
本
屋
治
兵
衞
」

印
が
あ
る
。「
本
屋
治
兵
衛
（
本
治
）」
か
ら
借
り
た
書
名
で
、
石
水
博
物
館

に
現
存
す
る
本
に
は
こ
の
印
が
な
い
の
で
、
別
書
店
か
ら
買
い
求
め
た
物
と

思
わ
れ
る
。

９　

政
豊
の
叔
父
に
あ
た
る
鞘
之
助
が
、
京
都
柏
原
孫
左
衛
門
の
養
子
と
な
っ
て

い
る
。

10　

江
戸
店
関
連
書
簡
の
差
出
人
・
宛
名
に
「
永
田
」
姓
が
複
数
人
あ
る
。「
久
助
」

も
店
関
連
書
簡
に
出
る
名
前
で
あ
り
番
頭
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

11　
『
滑
稽
本
の
控
』（
一
日
庵
合
歓
麿
）
と
い
う
横
本
の
仮
綴
じ
目
録
が
Ⅲ
ん

３
７
―
８
に
あ
り
、
合
歓
麿
（
好
文
）
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
好
ん
で
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

12　

青
山
英
正
「
伊
勢
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
『
春
雨
物
語
』
の
流
通
：
桜

山
文
庫
本
の
旧
蔵
者
正
住
弘
美
を
め
ぐ
っ
て
」（『
雅
俗
』
一
八
号
・
二
〇
一

九
年
七
月
・
雅
俗
の
会
）。

13　

青
山
英
正
「
伊
勢
に
お
け
る
『
春
雨
物
語
』
の
貸
借
―
石
水
博
物
館
蔵
川
喜

田
遠
里
宛
竹
内
弥
左
衛
門
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
―

人
文
学
部
―
日
本
文
化
学
科
』・
二
〇
一
八
年
三
月
・
明
星
大
学
）。

14　

遠
里
の
南
朝
関
連
書
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
注
６
と
同
じ
報
告
書
の
桐
田
貴

史「
北
畠
氏
の
歴
史
考
証
と
川
喜
田
家
の
蔵
書
―
齋
藤
拙
堂『
伊
勢
国
司
記
略
』

を
事
例
に
―
」
に
詳
し
い
。

15　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば『
金
剛
宝
戒
釈
義
章
』と『
金
剛
宝
戒
秘
訣
章
』

は
刊
年
不
明
の
「
金
剛
宝
戒
章
」
の
内
に
含
ま
れ
る
。『
法
然
上
人
全
集
』（
宗

粋
社
・
一
九
〇
六
年
）
の
真
偽
未
詳
の
附
録
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

石
水
博
物
館
に
は
政
豊
写
の
「
下
巻
秘
訣
章
」
の
み
が
現
存
す
る
。

16　
『
結
釈
生
類
経
画
合
序
品　

下
』
と
い
う
書
き
題
簽
を
持
ち
、
装
幀
も
同
じ
も

の
で
あ
る
。

17　

好
文
名
の
興
画
の
得
点
は
二
十
一
点
。「
山
斎
（
葛
飾
為
斎
）」
の
絵
で
中
国

風
の
老
人
と
蕨
を
描
く
。「
伯
夷
叔
斉
」
の
物
語
で
生
類
は
「
鹿
」
だ
と
思
わ

れ
る
。
合
歓
麿
名
の
興
画
の
得
点
は
四
十
一
点
。「
寛
一
（
荒
木
寛
一
）」
と

絵
師
の
注
記
が
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
も
っ
こ
ふ
ん
ど
し
を
巻
い
た
地

蔵
で
「
笠
地
蔵
」
の
岩
手
な
ど
に
あ
る
話
形
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

生
類
は
何
か
未
考
。
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三
一

伊
勢
商
人
川
喜
田
好
文
の
「
読
書
控
」
か
ら
見
る
書
物
意
識
（
早
川
由
美
）

18　

科
研
費
調
査
報
告
展
図
録
『
伊
勢
商
人
川
喜
田
家
へ
の
手
紙
―
数
寄
の
つ
な

が
り
―
」（
令
和
二
年
二
月
・
石
水
博
物
館
）。

19　

遠
里
と
小
津
桂
窓
の
探
書
の
様
は
、
菱
岡
憲
司
責
任
編
集
『
石
水
博
物
館
蔵

　

小
津
桂
窓
書
簡
集
』（
二
〇
二
一
年
・
和
泉
書
院
）
の
菱
岡
解
題
に
詳
し
い
。

20　

長
友
千
代
治
「
尾
張
大
野
屋
惣
八
の
蔵
書
内
容
」（『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』

昭
和
五
十
七
年
・
東
京
堂
出
版
）。
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愛
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